
















































 

 

 

 

 

事業概要 新型コロナウイルス感染症の拡大により、加東市内において深刻な

影響が出ていることから、地域における消費を喚起するため、緊急

経済対策として商品券を発行する。 

購入対象者 住民基本台帳に記録されている者 

（基準日については、別途定める。） 

商品券の内容 購入限度額 １人あたり券面額２万円（販売額１万円） 

発行内容 商品券２万円分（１，０００円券×２０枚） 

使用期間 令和２年７月１日から令和３年２月２８日まで 

商品券の販売 
令和２年７月１日から令和３年２月２８日まで 

商品券発行 

総   額 

８億４７６万円 

（うち市歳出額４億２３８万円） 

 

【事務の流れ】 

 

 

 

 

  

（仮称）加東市新型コロナウイルス感染症対策商品券事業 
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販売店 

個人 

委託 

事業者 

事業所 

事業委託 

実績報告 

商品券の換金 

商品券の購入 

商品券の 
販売委託 

販売代金 
商品の購入 
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加東市新型コロナウイルス感染症への緊急対策事業

令和2年度5月補正予算 1,345,902千円

一般会計 1,003,260千円
（うち、国庫支出金 294,075千円、その他 1,482千円、

予定事業の中止分 △10,520千円、国民健康保険特別会計への繰出金 400千円、
介護保険保険事業特別会計への繰出金 15,671千円、病院事業会計への補助金
5,142千円を除く）

国民健康保険特別会計 5,400千円
（うち、県支出金 5,000千円、一般会計からの繰入金 400千円）

水道事業会計 332,100千円
（うち、県営水道減免分 97,375千円）

病院事業会計 5,142千円
（うち、一般会計からの補助金 5,142千円）

令和2年度5月補正予算（専決処分）

一般会計 4,061,163千円（うち、国庫支出金 4,061,163千円）

◆ 緊急経済対策として1人あたり10万円の特別定額給付金を支給します。
5月1日(金)からオンラインによる申請の受付を開始し、5月18日(月)に郵送による
申請書類の送付を行う予定です。5月14日(木)から順次給付を開始します。

◆

◆

◆

◆

一般会計は、大きな影響を受けている家庭への支援、雇用の維持と事業継続の支
援、感染拡大防止策と早期収束に向けた取組など、新型コロナウイルス感染症緊
急事態宣言を踏まえた過去に例のない緊急対策を実施します。

国民健康保険特別会計は、新型コロナウイルス感染症に感染した方（発熱等の症
状があり感染が疑われる方も含みます。）に対する傷病手当金の支給を目的とし
た予算です。

水道事業会計は、上水道料金を６か月間減免します。県営水道料金の減免を受け
ることで収入不足の一部を補います。

病院事業会計は、感染予防対策として病院で必要な物品を購入します。

令和元年度3月補正予算繰越明許費分

一般会計 49,932千円（うち、国庫支出金 21,000千円）

感染拡大防止対策として、こども園などに空気清浄機やマスク、消毒薬などを購
入、パンデミック対策として備蓄用のマスク、手袋、サーモグラフィーカメラな
どを購入、事業者の資金繰り支援として信用保証料を補助します。
※令和元年度予算ですが、令和2年度に繰り越して事業を実施します。

◆

予算の概要予算の概要

予算の概要予算の概要

予算の概要予算の概要

参考資料

予算総額 54億5,699万7千円
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事業名 金額
財源内訳

国県その他 一般財源

世帯や個人への支援 4,517,380 4,217,633 299,747

(1)特別定額給付金を支給 4,061,163 4,061,163 0

(2)ひとり親世帯へ給付金を支給 11,744 0 11,744

(3)子育て世帯へ給付金を支給 53,701 53,701 0

(4)子育て世帯へ給付金を支給 52,530 0 52,530

(5)生活困窮者への支援 525 394 131

(6)感染リスクの高い市民へマスクを配布 617 0 617

(7)国民健康保険における傷病手当金 5,000 5,000 0

(8)水道料金の減免 332,100 97,375 234,725

中小企業者などへの支援 724,563 115,625 608,938

(1)新型コロナウイルス感染症対策商品券の発行 452,480 45,521 406,959

(2)休業要請事業者へ給付金を支給 30,104 30,104 0

(3)売上が減少した事業者へ給付金を支給 188,105 30,000 158,105

(4)事業継続のための取組を支援 11,374 5,000 6,374

(5)資金繰りを支援 20,000 0 20,000

(6)資金繰りを支援（追加） 20,000 5,000 15,000

(7)地域活性化のための取組を支援 2,500 0 2,500

公共施設の感染拡大防止対策 63,723 31,880 31,843

(1)こども園・アフタースクールなど 21,000 21,000 0

(2)市役所庁舎 8,932 0 8,932

(3)市役所庁舎（追加） 3,956 141 3,815

(4)小学校・中学校 22,164 10,334 11,830

(5)生涯学習施設・社会体育施設 2,124 0 2,124

(6)市民病院 5,142 0 5,142

(7)ファミリーサポートセンター 405 405 0

遠隔授業の実現に向けた環境整備 143,233 113,475 29,758

(1)小学生・中学生にタブレット端末を購入 143,233 113,475 29,758

その他 8,098 1,482 6,616

(1)医療現場での意思疎通支援 83 0 83

(2)自然学校活動の変更 1,870 0 1,870

(3)学校臨時休業による給食対策 6,145 1,482 4,663

(4)内定取消者などの雇用維持 0 0 0

合 計 5,456,997 4,480,095 976,902

事業一覧事業一覧
（千円）

予算

3月 5月
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（１）特別定額給付金を支給（国庫補助事業） 4,061,163千円

緊急経済対策として家計への支援を行うため、1人あたり10万円の特別定額給付金
を支給します。

（２）ひとり親世帯へ給付金を支給（市事業） 11,744千円

ひとり親世帯を支援するため、第1子3万円を、第2子以降は1人につき1万円を支給
します。

（３）子育て世帯へ給付金を支給（国庫補助事業） 53,701千円

0歳～中学生の児童がいる世帯を支援するため、児童手当の対象児童1人あたり1万
円を支給します。

（４）子育て世帯へ給付金を支給（市事業） 52,530千円

0歳～中学生の児童がいる世帯に対して、上記（３）の給付金に加えてすべての児
童1人あたり1万円を支給します。

（５）生活困窮者への支援（国庫補助事業） 525千円

休業などにより収入が減少し、住居を失うおそれのある人に、一定期間、家賃相当
額を家主に支給するとともに就労支援を実施します。

（６）感染リスクの高い市民へマスクを配布（市事業） 617千円

75歳以上、妊婦、透析患者など感染リスクが高いとされる市民に、マスクを1人あ
たり5枚配布します。（マスクの購入は令和元年度繰越事業）

（７）国民健康保険における傷病手当金 5,000千円

新型コロナウイルス感染症に感染した方に対する傷病手当金を支給するための予算
を確保します。

（８）水道料金の減免（市事業） 332,100千円

生活の支援及び経済的負担を軽減するため、一般家庭の水道料金全額と法人の基本
料金を6か月間減免します。

世帯や個人への支援

（１）新型コロナウイルス感染症対策商品券の発行（市事業） 452,480千円

家計を支援するとともに、やむを得ず営業を制限している店舗・事業所の経営継続
を支援するため、2万円分の商品券を1万円で販売します。（市から1人1冊分の購入引
換券を送付します。）

（２）休業要請事業者へ給付金を支給（市・県協調事業） 30,104千円

休業要請や協力依頼に応じたことで売上が50%以上減少している事業者に対し、兵
庫県に委託して経営継続のための支援金を支給します。

中小企業者などへの支援
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（１）こども園・アフタースクールなど（国庫補助事業） 21,000千円

公立こども園、私立こども園、アフタースクール、児童館、病児・病後児保育施設
に空気清浄機、マスク、消毒薬、非接触式体温計などを購入します。（令和元年度繰
越事業）

（２）市役所庁舎（市事業） 8,932千円

備蓄用のマスク、消毒薬、手袋のほか、サーモグラフィーカメラ、非接触式体温計
を購入します。（令和元年度繰越事業）

（３）市役所庁舎（追加・市事業） 3,956千円

窓口にアクリルボードを、階段などに次亜塩素酸水の霧化器を設置します。
各種申請・交付事務を市役所窓口での受付から郵送などに変更します。

（４）小学校・中学校（国庫補助事業） 22,164千円

布製マスクを1人あたり2枚配布し、非接触式体温計、次亜塩素酸水の霧化器を各ク
ラスに設置します。

（５）生涯学習施設・社会体育施設（市事業） 2,124千円

施設利用者の感染症対策として、各公民館、図書館、はぴあ、歴史民俗資料館、東
条会館、さんあいセンター、明治館、滝野総合公園体育館に次亜塩素酸水の霧化器を
設置します。

（６）市民病院（市事業） 5,142千円

オゾン発生器、高精度サーモグラフィーカメラ、非接触式温度計、フェイスシール
ド、人工呼吸器用フィルターなどを購入します。

（７）ファミリーサポートセンター（国庫補助事業） 405千円

援助会員の感染症対策として、マスク、消毒薬、ガウンなどを購入します。

公共施設などの感染拡大防止対策

（３）売上が減少した事業者へ給付金を支給（市事業） 188,105千円

売上が20%以上減少している中小企業者に対して10万円を支給し、事業継続を支援
します。

（４）事業継続のための取組を支援（市事業） 11,374千円

事業継続のための特別相談窓口の設置やテイクアウト事業など、加東市商工会が実
施する市内事業者の事業継続支援のための各種取組に補助金を交付します。

（５）資金繰りを支援（市事業） 20,000千円

経営の安定に支障を生じている市内事業者に対し、兵庫県信用保証協会への保証料
を半額補助（上限50万円）ことで円滑な資金繰りを支援します。（令和元年度繰越事
業）

（６）資金繰りを支援（追加・市事業） 20,000千円

上記（５）の制度を拡充して保証料を全額補助（上限100万円）します。

（７）地域活性化のための取組を支援（市事業） 2,500千円

飲食店をはじめ多様な産業が甚大な被害を受けていることから、加東市観光協会が
実施する地域活性化のための各種取組に補助金を交付します。
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（１）医療現場での意思疎通支援（市事業） 83千円

タブレット端末2台を購入し、医療現場において遠隔での手話通訳を実施します。

（２）自然学校活動の変更（市事業） 1,870千円

淡路青少年交流の家で実施予定であった全小学校5年生の合同での自然学校の実施
を延期し、10月に養父市立あけのべ自然学校、県立いえしま自然体験センターにて実
施します。

（３）学校臨時休業による給食対策（その他補助事業） 6,145千円

3月から5月までの学校臨時休業に伴う給食停止期間中のパン・米飯・牛乳の委託加
工者、野菜などの食材納入業者に対し、予定数量分を補償します。

（４）内定取消者などの雇用維持（市事業）

企業などから採用の内定を取り消された方の雇用維持のため、職員を若干名募集し
ています。（5月13日応募締切）

その他

（１）小学生・中学生にタブレット端末を購入（国庫補助事業） 143,233千円

遠隔教育の実現に向けた準備を整えるため、児童生徒1人あたり1台のタブレット端
末を購入するとともに、ネットワーク環境を改善します。

遠隔授業の実現に向けた環境整備
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